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１ 組 織 図

観 光 ス ポ ー ツ 文 化 部

部 長 佐 藤 泰 司 に ぎ わ い 政 策 課 課 長 （観光スポーツ文化部次長本務）
犬 伏 伴 都

副 部 長 長 谷 川 尚 洋
政策調査幹 （知事戦略公室政策調査幹本務）

次 長 （観光戦略担当） 藤 川 忠 大
美 保 圭 祐

観 光 政 策 課 課 長 喜 羽 宏 明
次 長 （航空戦略担当）

以 西 芳 隆 航空戦略幹 北 川 安 曇

次 長 （にぎわい政策課長事務取扱） 交 流 創 造 室 室 長 漆 原 学
犬 伏 伴 都

万 博 推 進 課 課 長 渡 部 芳 枝
部 付 （せとうち観光推進機構派遣）

國 安 治 ス ポ ー ツ 振 興 課 課 長 青 木 秀 夫

部 付 （関西観光本部派遣） ス ポ ー ツ 交 流 課 課 長 原 裕 二
村 上 雅 彦

文 化 振 興 課 課 長 春 木 達 也

文化プロジェクト室 室 長 伊 澤 弘 雄

文 化 資 源 活 用 課 課 長 （埋蔵文化財総合センター所長兼務）
溝 杭 功 祐

文化の森振興センター 所 長 加 藤 幸 一

副 所 長 （二十一世紀館副館長兼務）
石 炉 久 美 子

図 書 館 館 長 露 口 悦 之

博 物 館 館 長 熊 尾 雅 彦

近 代 美 術 館 館 長 東 條 揚 子

文 書 館 館 長 金 原 祐 樹

二十一世紀館 館 長 （文化の森振興センター所長本務）
加 藤 幸 一

鳥居龍蔵記念博物館 館 長 （博物館長本務）
熊 尾 雅 彦
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２　令和６年度歳入歳出予算の総括

（１） 一　般　会　計
(単位：千円)

令和６年度

区    分 当 　 初
予 算 額 国 支 出 金 財 産 収 入 繰 入 金 諸 収 入 県 債

Ａ

に ぎ わ い 政 策 課 2,987,468 287,425 22,925 294,000 5,356 111,000 2,266,762

観 光 政 策 課 1,098,366 276,200 119 263,000 21,000 538,047

万 博 推 進 課 326,485 15,000 207,000 104,485

ス ポ ー ツ 振 興 課 748,875 19,668 4,000 550 6,000 2,534 716,123

ス ポ ー ツ 交 流 課 68,160 5,284 3,000 59,876

文 化 振 興 課 457,822 16,450 4,671 1,000 3,289 12,000 420,412

文 化 資 源 活 用 課 514,640 13,666 592 3,000 354,522 32,000 110,860

文化の森振興センター 1,446,680 41,121 17,602 198,131 76,713 417,000 696,113

計 7,648,496 387,389 314,409 23,475 975,131 463,414 572,000 4,912,678

（注）令和６年度「当初予算額」の欄の数値は、機構改革により所管替された後の額である。

財　　　　　　　　源　　　　　　　　内　　　　　　　　訳
特　　　　　　定　　　　　　財　　　　　　源

使 用 料
手 数 料

一 般 財 源
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（２） 特　別　会　計
(単位：千円)

令和６年度
当　　初
予 算 額 財 産 収 入 繰 入 金 繰 越 金 諸 収 入 県 債

Ａ

観 光 政 策 課 6,000 6,000

6,000 6,000

（注）令和６年度「当初予算額」の欄の数値は、機構改革により所管替された後の額である。

財　　　　　　源　　　　　　内　　　　　　訳

区    分 会 計 名 使 用 料
手 数 料

港 湾 等 整 備
事 業 特 別 会 計

計
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３ 継続費の状況

（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

区 分 事 業 名 年 度 総 額

自

文 化 振 興 課 新 ホ ー ル 整 備 事 業 令 和 ５ 年 度 １９，７９３，０００

至

令 和 ９ 年 度

計 １９，７９３，０００
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４ 繰越明許費の状況

（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

区 分 繰 越 額 備 考

に ぎ わ い 政 策 課 １８８，８６７

観 光 政 策 課 １３４，３４０

万 博 推 進 課 ３０，０００

ス ポ ー ツ 振 興 課 ２５，０００

文 化 振 興 課 ２６，０００

文 化 資 源 活 用 課 １２，２６６

文化の森振興センター ２０，７４４

計 ４３７，２１７
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５ 債務負担行為の状況

（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

区 分 事 項 期 間 限 度 額

にぎわい政策課 徳島県立渦の道の塗装等補修工事請負契約 令和７年度 ５２，３００

観 光 政 策 課 宿泊施設投資促進事業に係る補助金交付指令 自 令和７年度 ５００，０００

（令和６年度事業分） 至 令和14年度

万 博 推 進 課 大阪・関西万博における催事企画業務委託契約 令和７年度 ５４，０００

文 化 振 興 課 郷土文化会館屋上防水改修工事請負契約 令和７年度 ４７，０００

文化の森振興センター 図書館改修工事請負等契約 令和７年度 ２２３，９８３

計 ８７７，２８３
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６ 重 点 事 業

Ⅰ 観光立県の推進

１ 交流拠点を活用したにぎわい創出
「徳島県立あすたむらんど」、「徳島県立産業観光交流センター」や「大鳴門橋架橋記念館」等について、指定管理者への適切な指導・監督を行うこ

とにより、安全で快適な管理運営に努め、広く親しまれ、魅力あふれる施設となるよう創意工夫を凝らした事業の展開を図る。

２ 国内外との動線確保
「人流・物流・商流」の拡大を図るため、積極的なエアポートセールスを展開するとともに、航空会社への運航支援や、乗継便の活用・閑散期などの

利用促進に資する旅行商品造成支援、空港業務を担う人材の確保への支援、県民に対する利用促進等を実施する。

３ 高付加価値なコンテンツの充実
稼ぐ観光地づくりを推進するため、事業者と地域が一体となった観光地やイベントの高付加価値化事例の創出や、本県の魅力の掘り起こしにつながる

旅行商品造成を目指す旅行会社の取組を支援するとともに、徳島ならではの地域資源を活かし、「釣り」、「歴史・文化」、「ウェルネス」、「スポー
ツ」など、テーマ性が高く、これまでにない新たな観光コンテンツの造成を図る。

４ 持続可能な観光地づくり
県内宿泊者数の拡大と観光消費額の増加につなげるため、宿泊施設の新増設に係る誘致活動等を行うとともに、旅館やホテルを新増設する事業者への

支援を実施する。
また、人材不足や物価高騰に直面する観光事業者の生産性向上に資する観光ＤＸの活用や、観光施設の高付加価値化改修などを支援し、持続可能な観

光地域づくりに取り組む。

５ 国内外への情報発信の強化と本県の認知度向上
インバウンド誘客を推進するため、戦略的なプロモーションやＳＮＳを利用した情報発信、航空会社と連携した誘客に取り組むとともに、本県を含む

旅行商品の造成を図るため、国内外の旅行会社への各種助成制度を充実させる。
また、港のにぎわい創出や地域経済の活性化のため、クルーズ船・スーパーヨットの受入環境の充実・強化を図るとともに、誘致を推進する。

６ 大阪・関西万博に向けた挙県一致の取組推進
２０２５年「大阪・関西万博」を千載一遇のチャンスと捉え、「万博は『ゲートウェイ』、徳島『まるごとパビリオン』～県民が参画し、県民が創る

万博～」をコンセプトに、魅力ある観光・食・文化やＳＤＧｓ活動、徳島発の技術などを県内外に発信するとともに、徳島への「人の流れ」を創出する
取組を挙県一致で推進することで、本県の社会経済発展の実現を目指す。
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Ⅱ スポーツ立県の推進

７ 生涯スポーツの振興
県民の誰もが、生涯にわたり、それぞれのライフステージに応じてスポーツに親しむことができる「生涯スポーツ社会」を実現するため、総合型地域

スポーツクラブ等の活用やサイクルスポーツの普及など、スポーツに参加しやすい環境づくりを推進する。
また、パラリンピックやデフリンピックなどの国際大会に向け、パラスポーツの振興を図る。

８ 競技力の向上
次世代育成や指導者の養成、団体競技の強化、競技環境の整備、医科学サポート体制の構築等を総合的に推進し、競技力の更なる強化を図る。

９ スポーツ立県の推進
官民連携組織である「徳島県スポーツコミッション」を核として、安全対策や競技力向上はもとより、合宿・大会誘致やスポーツ環境の整備等に取り

組み、交流人口の拡大や国際交流の深化など、スポーツを通じた地域活性化を推進する。

Ⅲ 文化芸術の振興

10 文化の振興
「２０２５年大阪・関西万博」を絶好の機会と捉え、本県の多彩な「あわ文化」の魅力に更に磨きをかけ、国内外に発信するとともに、県民が主役と

なる文化活動を積極的に展開し、次世代・後継者育成や地域活力の向上を図る。
また、引き続き本県の文化活動の拠点である、「あわぎんホール(徳島県郷土文化会館)」、「文学書道館」及び「阿波十郎兵衛屋敷」の魅力ある管

理運営を行う。

11 新ホール整備の推進
県民の文化活動の更なる促進や優れた文化芸術の鑑賞機会の提供、さらには県都のにぎわいを創出し、豊かで活力ある地域社会の実現を図るため、未

来に遺せる良いレガシーとなる新ホールの整備を推進する。

12 文化財の保存・活用の推進
文化財の適切な保存とともに、地域の新たな観光資源として、その将来的な継承や利活用を通じて徳島の魅力発信を図るため、地域の特色を示す様々

な文化財の活用や環境整備を推進する。
また、「四国遍路」及び「鳴門の渦潮」の世界遺産登録に向けた取組を推進する。

13 「文化の森総合公園」の魅力度向上
全国最大規模の複合文化施設としての特色と各館の専門性を活かした魅力ある企画展やイベントを実施し、国内外からの誘客を促進するとともに、デ

ジタルアーカイブ事業を推進することにより、各館所蔵資料への閲覧機会の増大を図る。
また、本県の古環境、古生物の実態解明と、それによる地域活性化を促進するため、日本最古級恐竜化石含有層の発掘調査と魅力発信事業を実施する。
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に ぎ わ い 政 策 課
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１ 組織図及び事務分掌

（１）組織図

職員総数１２名（うち１名兼務）

課 長 副課長 政策調整担当 ５名

（観光スポーツ文化部次長本務）

犬 伏 伴 都 松 本 美 和 係 長 村 澤 宏 紀

係 長 高 木 良 明

政策調査幹

（知事戦略公室政策調査幹本務） 交流拠点担当 ４名

藤 川 忠 大

課 長 補 佐 富 山 剛

係 長 野 村 武 司
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（２）事務分掌

課 長 犬 伏 伴 都

（観光スポーツ文化部次長本務）

政策調査幹 藤 川 忠 大

（知事戦略公室政策調査幹本務）

副 課 長 松 本 美 和

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

１ 庁内、部内の連絡調整に関すること 係 長 村 澤 宏 紀

２ 政策の調整に関すること 係 長 高 木 良 明

３ 人事・服務に関すること

４ 栄典・表彰事務に関すること

５ 災害・危機事象対応事務に関すること

政 策 調 整 担 当 ６ 議会に関すること

７ 広報及び広聴に関すること

８ 予算の編成に関すること

９ 会計検査に関すること

10 監査事務に関すること

11 公園施設等のPark-PFIに関すること

12 にぎわい創出に関すること

１ にぎわい政策課が所管する施設の総合調整に関すること 課 長 補 佐 富 山 剛

２ 徳島県立あすたむらんどに関すること 係 長 野 村 武 司

３ 徳島県立産業観光交流センターに関すること

４ 徳島県立渦の道に関すること

交 流 拠 点 担 当 ５ 徳島県立大鳴門橋架橋記念館に関すること

６ 徳島県立美馬野外交流の郷に関すること

７ 徳島県立出島野鳥公園に関すること

８ コート・ベール徳島に関すること

９ 県営都市公園（蔵本公園、鳴門総合運動公園、日峯大神子広域公園、新町川公園、

文化の森総合公園、月見が丘海浜公園、鳴門ウチノ海総合公園）の指定管理に関す

ること
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２　令和６年度歳入歳出予算の総括

（１） 一　般　会　計
(単位：千円)

令和６年度
科　　目

当 　 初
（　目　） 予 算 額 国 支 出 金 財 産 収 入 繰 入 金 諸 収 入 県 債

Ａ

一 般 管 理 費 994,619 994,619

企 画 総 務 費 177,549 177,549

観 光 費 1,064,711 165,973 22,925 5,353 111,000 759,460

港 湾 管 理 費 4,000 4,000

公 園 費 387,660 76,948 294,000 16,712

子 ど も 科 学 館 費 358,929 44,504 3 314,422

計 2,987,468 287,425 22,925 294,000 5,356 111,000 2,266,762

財　　　　　　　　源　　　　　　　　内　　　　　　　　訳
特　　　　　　定　　　　　　財　　　　　　源

使 用 料
手 数 料

一 般 財 源
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３　繰越明許費の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

４　債務負担行為の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

国支出金 地 方 債 そ の 他

徳島県立渦の道の塗
装等補修工事請負契
約

52,300 令和７年度 52,300 47,000 5,300

科　目（目） 繰　　越　　額 事　業　名　及　び　繰　越　理　由

観　光　費 188,867
　　観光施設管理運営費
 　　　 計画に関する諸条件による。

計 188,867

前年度末までの支出額 当該年度以降の支出予定額 左　の　財　源　内　訳

特　定　財　源事　項 限度額
期　間 金　額 期　間 金　額 一般財源
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５ 重 点 事 業

１ 部内総合調整事務
部内の広範で多岐にわたる分野の施策について、政策評価・予算編成事務をはじめとした各種施策の調整を図り、円滑な観光スポーツ文化行政を推進

する。

２ 交流拠点を活用したにぎわい創出
「徳島県立あすたむらんど」、「徳島県立産業観光交流センター」や「大鳴門橋架橋記念館」等について、指定管理者への適切な指導・監督を行うこ

とにより、安全で快適な管理運営に努め、広く親しまれ、魅力あふれる施設となるよう創意工夫を凝らした事業の展開を図る。
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観 光 政 策 課
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１ 課別組織図及び事務分掌

（１）組織図

職員総数３７名（うち２名併任、５名派遣）

課 長 副課長 観光産業担当 ５名

喜 羽 宏 明 中 島 功 志 課 長 補 佐 上 原 和 樹
係 長 三 木 祐 司

航空戦略幹
観光プロモーション担当 １０名

北 川 安 曇 （うち１名併任、４名派遣）
課 長 補 佐 井 内 泰
課 長 補 佐 倉 橋 伸 寿
（観光協会派遣）
係 長 加 守 寛 士
（イーストとくしま観光推進機構派遣）

インバウンド推進担当 ６名
（うち１名併任、１名派遣）

係 長 髙 田 朋 枝
係 長 西 條 理 人

航空営業担当 ６名

課 長 補 佐 佐 藤 春 仁
係 長 三 﨑 富 生

交流創造室長 交流創造担当 ６名

漆 原 学 係 長 青 木 由 香
係 長 片 山 彰 仁
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（２）事務分掌

ア 観光政策課

課 長 喜 羽 宏 明

航空戦略幹 北 川 安 曇

副 課 長 中 島 功 志

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

１ 観光に係る政策の調整に関すること 課 長 補 佐 上 原 和 樹

２ 政策提言に関すること 係 長 三 木 祐 司

３ 徳島県観光審議会に関すること

４ 観光振興基本計画に関すること

観 光 産 業 担 当 ５ コンベンションの誘致促進に関すること

６ 旅行業法に関すること

７ 宿泊施設の誘致に関すること

８ 民泊に関すること

９ 予算の編成、執行及び決算に関すること

１ 観光の振興に係る事業の総合調整に関すること 課 長 補 佐 井 内 泰

２ 地域連携ＤМОに関すること 課 長 補 佐 倉 橋 伸 寿

３ 旅行エージェントによる旅行商品造成の促進に関すること （観光協会派遣）

４ 商談会・旅行セミナーに関すること 係 長 加 守 寛 士

観光プロモーション担当 ５ 阿波おどりに関すること （イーストとくしま観光推進機構派遣）

６ 交通機関との連携に関すること

７ 観光及び宿泊機能の強化に関すること

８ ロケーション・サービス事業に関すること

９ 観光情報発信に関すること

10 観光人材育成に関すること

１ 広域観光の推進に関すること 係 長 髙 田 朋 枝

２ 広域連携ＤМОに関すること 係 長 西 條 理 人

３ 旅行エージェントによる旅行商品造成の促進に関すること

インバウンド推進担当 ４ 阿波おどりの海外派遣に関すること

５ 四国・関西・瀬戸内地域、国・日本政府観光局との連携に関すること

６ 航空会社との連携に関すること

７ 多言語による観光情報発信に関すること

８ 通訳案内士法に関すること
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担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

１ 国内路線の確保充実に関すること 課 長 補 佐 佐 藤 春 仁

２ 国際線の誘致に関すること 係 長 三 﨑 富 生

航 空 営 業 担 当 ３ 徳島阿波おどり空港の利用促進に関すること

４ 徳島空港ビル株式会社及び指定管理に関すること

５ 関西国際空港に関すること

イ 交流創造室

室 長 漆 原 学

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

１ クルーズ船、スーパーヨットの寄港誘致に関すること 係 長 青 木 由 香

交 流 創 造 担 当 ２ 徳島小松島港万代中央地区及び本港地区の活性化に関すること 係 長 片 山 彰 仁

３ 新たな海上交通に関すること

４ 「にぎわい創出 ＪＵＭＰ ＵＰ 事業」に関すること
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２　令和６年度歳入歳出予算の総括

（１） 一　般　会　計
(単位：千円)

令和６年度
科　　目

当 　 初
（　目　） 予 算 額 国 支 出 金 財 産 収 入 繰 入 金 諸 収 入 県 債

Ａ

計 画 調 査 費 425,060 192,700 74,000 158,360

運 輸 交 通 対 策 費 289,598 2,500 183,000 104,098

観 光 費 383,708 81,000 119 6,000 21,000 275,589

計 1,098,366 276,200 119 263,000 21,000 538,047

財　　　　　　　　源　　　　　　　　内　　　　　　　　訳
特　　　　　　定　　　　　　財　　　　　　源

使 用 料
手 数 料

一 般 財 源

-21-



（２） 特　別　会　計
(単位：千円)

令和６年度
科　目 当　　初

（　目　） 予 算 額 財 産 収 入 繰 入 金 繰 越 金 諸 収 入 県 債
Ａ

6,000 6,000

6,000 6,000

財　　　　　　源　　　　　　内　　　　　　訳

会　計　名 使 用 料
手 数 料

港 湾 等 整 備 事 業
特 別 会 計

施 設 等 管 理 費

計
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３　繰越明許費の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

４　債務負担行為の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

国支出金 地 方 債 そ の 他

宿泊施設投資促進事業に係
る補助金交付指令
（令和６年度事業分）

500,000
自 令和７年度
至 令和14年度

500,000 500,000

科　目（目） 繰　　越　　額 事　業　名　及　び　繰　越　理　由

計画調査費 3,000
　　地方創生の深化のための支援費
 　　　 計画に関する諸条件による。

運輸交通対策費 70,000
　　航空対策費
 　　　 計画に関する諸条件による。

観　光　費 61,340
　　観光とくしま促進費
 　　　 計画に関する諸条件による。

計 134,340

前年度末までの支出額 当該年度以降の支出予定額 左　の　財　源　内　訳

特　定　財　源事　項 限度額
期　間 金　額 期　間 金　額 一般財源
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５ 重 点 事 業

１ 国内外との動線確保
「人流・物流・商流」の拡大を図るため、積極的なエアポートセールスを展開するとともに、航空会社への運航支援や、乗継便の活用・閑散期などの

利用促進に資する旅行商品造成支援、空港業務を担う人材の確保への支援、県民に対する利用促進等を実施する。

２ 高付加価値なコンテンツの充実
稼ぐ観光地づくりを推進するため、事業者と地域が一体となった観光地やイベントの高付加価値化事例の創出や、本県の魅力の掘り起こしにつながる

旅行商品造成を目指す旅行会社の取組を支援するとともに、徳島ならではの地域資源を活かし、「釣り」、「歴史・文化」、「ウェルネス」、「スポー
ツ」など、テーマ性が高く、これまでにない新たな観光コンテンツの造成を図る。

３ 持続可能な観光地づくり
県内宿泊者数の拡大と観光消費額の増加につなげるため、宿泊施設の新増設に係る誘致活動等を行うとともに、旅館やホテルを新増設する事業者への

支援を実施する。
また、人材不足や物価高騰に直面する観光事業者の生産性向上に資する観光ＤＸの活用や、観光施設の高付加価値化改修などを支援し、持続可能な観

光地域づくりに取り組む。

４ 国内外への情報発信の強化と本県の認知度向上
インバウンド誘客を推進するため、戦略的なプロモーションやＳＮＳを利用した情報発信、航空会社と連携した誘客に取り組むとともに、本県を含む

旅行商品の造成を図るため、国内外の旅行会社への各種助成制度を充実させる。
また、港のにぎわい創出や地域経済の活性化のため、クルーズ船・スーパーヨットの受入環境の充実・強化を図るとともに、誘致を推進する。

-24-



万 博 推 進 課
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１ 課別組織図及び事務分掌

（１）組織図

職員総数１４名（うち１名兼務、２名派遣）

課 長 副課長 企画担当 ５名

（うち２名派遣）

渡 部 芳 枝 大 崎 理 英 課 長 補 佐 武 市 篤 史

推進担当 ７名

（うち１名兼務）

課 長 補 佐 佐 藤 文 昭

係 長 眞 田 太 一

係 長 阪 口 優

（２）事務分掌

課 長 渡 部 芳 枝

副 課 長 大 崎 理 英

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

１ 「大阪・関西万博」に向けた企画調整に関すること 課 長 補 佐 武 市 篤 史

２ 「大阪・関西万博」とくしま挙県一致協議会等に関すること

企 画 担 当 ３ 「徳島パビリオン」運営体制に関すること

４ 徳島まるごとパビリオン協賛制度に関すること

５ オールＳＤＧｓ推進事業に関すること

６ 万博への機運醸成及び情報発信に関すること

１ 徳島まるごとパビリオン基本計画の推進に関すること 課 長 補 佐 佐 藤 文 昭

２ 「徳島パビリオン」の出展に関すること 係 長 眞 田 太 一

推 進 担 当 ３ 徳島「まるごとパビリオン」（全県展開）に関すること 係 長 阪 口 優

４ 万博会場での催事に関すること

５ 子どもの万博招待に関すること

６ 万博への機運醸成に関すること
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２　令和６年度歳入歳出予算の総括

（１） 一　般　会　計
(単位：千円)

令和６年度
科　　目

当 　 初
（　目　） 予 算 額 国 支 出 金 財 産 収 入 繰 入 金 諸 収 入 県 債

Ａ

企 画 総 務 費 3,264 3,264

計 画 調 査 費 323,221 15,000 207,000 101,221

計 326,485 15,000 207,000 104,485

財　　　　　　　　源　　　　　　　　内　　　　　　　　訳
特　　　　　　定　　　　　　財　　　　　　源

使 用 料
手 数 料

一 般 財 源
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３　繰越明許費の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

４　債務負担行為の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

国支出金 地 方 債 そ の 他

大阪・関西万博にお
ける催事企画業務委
託契約

54,000 令和７年度 54,000 27,000 27,000

科　目（目） 繰　　越　　額 事　業　名　及　び　繰　越　理　由

計画調査費 30,000
　　広域交流連携推進費
 　　　 計画に関する諸条件による。

計 30,000

前年度末までの支出額 当該年度以降の支出予定額 左　の　財　源　内　訳

特　定　財　源事　項 限度額
期　間 金　額 期　間 金　額 一般財源
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５ 重 点 事 業

１ 大阪・関西万博に向けた挙県一致の取組推進
２０２５年「大阪・関西万博」を千載一遇のチャンスと捉え、「万博は『ゲートウェイ』、徳島『まるごとパビリオン』～県民が参画し、県民が創る

万博～」をコンセプトに、魅力ある観光・食・文化やＳＤＧｓ活動、徳島発の技術などを県内外に発信するとともに、徳島への「人の流れ」を創出する
取組を挙県一致で推進することで、本県の社会経済発展の実現を目指す。
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ス ポ ー ツ 振 興 課
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１ 課別組織図及び事務分掌

（１）組織図

職員総数１７名（うち４名併任、２名派遣）

課 長 副課長 企画担当 ５名

青 木 秀 夫 久次米 和 成 課 長 補 佐 増 金 知江美

係 長 栗 本 憲 作

生涯スポーツ担当 ４名

（うち１名派遣）

課 長 補 佐 西 村 知 泰

課 長 補 佐 三 木 康 裕

（スポーツ協会派遣）

競技力向上担当 ６名

（うち４名併任、１名派遣）

課 長 補 佐 湯 浅 啓 子

課 長 補 佐 岡 田 和 彦

（スポーツ協会派遣）

係 長 松 田 史 子

（教育委員会体育健康安全課併任）

係 長 藤 田 未来子

（教育委員会体育健康安全課併任）
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（２）事務分掌

課 長 青 木 秀 夫

副 課 長 久次米 和 成

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

１ 徳島県スポーツ推進計画に関すること 課 長 補 佐 増 金 知江美

２ 徳島県スポーツ推進審議会に関すること 係 長 栗 本 憲 作

３ 鳴門総合運動公園・蔵本公園・中央武道館の指定管理に関すること

企 画 担 当 ４ 鳴門総合運動公園・蔵本公園・中央武道館の維持管理業務等スポーツ施設に関す

ること

５ 新たなスポーツ環境の整備に関すること

６ 徳島県スポーツコミッション（ファシリティ委員会）に関すること

１ 生涯スポーツの総合企画及び推進に関すること 課 長 補 佐 西 村 知 泰

２ 総合型地域スポーツクラブに関すること 課 長 補 佐 三 木 康 裕

生 涯 ス ポ ー ツ 担 当 ３ 障がい者のスポーツの振興に関すること （スポーツ協会派遣）

４ 徳島県スポーツコミッション（スポーツ力向上委員会（健康づくり））に関するこ

と

１ 競技スポーツの総合企画及び推進に関すること 課 長 補 佐 湯 浅 啓 子

２ 競技力向上対策に関すること 課 長 補 佐 岡 田 和 彦

３ 国民スポーツ大会に関すること （スポーツ協会派遣）

競 技 力 向 上 担 当 ４ 徳島県スポーツコミッション（スポーツ力向上委員会（スポーツ安全・競技力向 係 長 松 田 史 子

上））に関すること （教育委員会体育健康安全課併任）

係 長 藤 田 未来子

（教育委員会体育健康安全課併任）
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２　令和６年度歳入歳出予算の総括

（１） 一　般　会　計
(単位：千円)

令和６年度
科　　目

当 　 初
（　目　） 予 算 額 国 支 出 金 財 産 収 入 繰 入 金 諸 収 入 県 債

Ａ

計 画 調 査 費 13,461 6,212 2,000 5,249

障 が い 者 福 祉 費 43,717 13,456 30,261

体 育 振 興 費 691,697 4,000 550 4,000 2,534 680,613

計 748,875 19,668 4,000 550 6,000 2,534 716,123

財　　　　　　　　源　　　　　　　　内　　　　　　　　訳
特　　　　　　定　　　　　　財　　　　　　源

使 用 料
手 数 料

一 般 財 源
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３　繰越明許費の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

科　目（目） 繰　　越　　額 事　業　名　及　び　繰　越　理　由

障がい者福祉費 20,000
　　障がい者地域生活支援費
 　　　 計画に関する諸条件による。

体育振興費 5,000
　　県民総体育推進費
 　　　 計画に関する諸条件による。

計 25,000
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４ 重 点 事 業

１ 生涯スポーツの振興
県民の誰もが、生涯にわたり、それぞれのライフステージに応じてスポーツに親しむことができる「生涯スポーツ社会」を実現するため、総合型地域

スポーツクラブ等の活用やサイクルスポーツの普及など、スポーツに参加しやすい環境づくりを推進する。
また、パラリンピックやデフリンピックなどの国際大会に向け、パラスポーツの振興を図る。

２ 競技力の向上
次世代育成や指導者の養成、団体競技の強化、競技環境の整備、医科学サポート体制の構築等を総合的に推進し、競技力の更なる強化を図る。
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ス ポ ー ツ 交 流 課
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１ 課別組織図及び事務分掌

（１）組織図

職員総数１５名（うち１名兼務、１名併任）

課 長 副課長 交流推進担当 ７名

（スポーツ振興課副課長本務） （うち１名併任）

原 裕 二 久次米 和 成 係 長 松 原 伸 也

係 長 三 浦 啓 介

（教育委員会体育健康安全課併任）

係 長 新 原 茂 樹

マラソン交流担当 ６名

課 長 補 佐 片 岡 佑 介

主査兼係長 谷 川 滋 紀

（２）事務分掌

課 長 原 裕 二

副 課 長 久次米 和 成

（スポーツ振興課副課長本務）

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

１ スポーツ交流の総合企画及び推進に関すること 係 長 松 原 伸 也

交 流 推 進 担 当 ２ ワールドマスターズゲームズ関西に関すること 係 長 三 浦 啓 介

３ 徳島県スポーツコミッションに関すること （教育委員会体育健康安全課併任）

４ プロスポーツを活用したにぎわいの創出と交流の促進に関すること 係 長 新 原 茂 樹

マ ラ ソ ン 交 流 担 当 １ とくしまマラソンに関すること 課 長 補 佐 片 岡 佑 介

主査兼係長 谷 川 滋 紀
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２　令和６年度歳入歳出予算の総括

（１） 一　般　会　計
(単位：千円)

令和６年度
科　　目

当 　 初
（　目　） 予 算 額 国 支 出 金 財 産 収 入 繰 入 金 諸 収 入 県 債

Ａ

計 画 調 査 費 10,569 5,284 5,285

観 光 費 17,000 3,000 14,000

体 育 振 興 費 40,591 40,591

計 68,160 5,284 3,000 59,876

財　　　　　　　　源　　　　　　　　内　　　　　　　　訳
特　　　　　　定　　　　　　財　　　　　　源

使 用 料
手 数 料

一 般 財 源
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３ 重 点 事 業

１ スポーツ立県の推進
官民連携組織である「徳島県スポーツコミッション」を核として、安全対策や競技力向上はもとより、合宿・大会誘致やスポーツ環境の整備等に取り

組み、交流人口の拡大や国際交流の深化など、スポーツを通じた地域活性化を推進する。

２ スポーツを通じたにぎわい創出
本県の魅力や県民挙げての「おもてなしの心」を全国に情報発信できる「とくしまマラソン」の開催支援や、プロスポーツチームの持つ集客力・情報

発信力を活用した各種イベントの開催により、一層のにぎわいを創出し、交流人口の拡大を図る。
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文 化 振 興 課
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１ 課別組織図及び事務分掌

（１）組織図

職員総数１６名（うち１名派遣）

課 長 副課長 企画担当 ３名

春 木 達 也 原 田 和 英 係 長 清 水 公美子

文化創造担当 ６名

（うち１名派遣）

係 長 八 木 淳

係 長 佐 藤 美 和

係 長 岡 田 加代子

文化プロジェクト室長 文化プロジェクト担当 ４名

伊 澤 弘 雄 係 長 橋 本 達 也

係 長 都 留 誠
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（２）事務分掌

ア 文化振興課

課 長 春 木 達 也

副 課 長 原 田 和 英

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

１ 文化振興に係る総合的な企画及び調整に関すること 係 長 清 水 公美子

企 画 担 当 ２ 関西広域連合に関すること（文化に関することに限る）

３ 徳島県文化創造審議会に関すること

１ 文化団体の育成・指導に関すること 係 長 八 木 淳

文 化 創 造 担 当 ２ 文学及び書道に関する資料の収集及び調査研究に関すること 係 長 佐 藤 美 和

３ 郷土文化会館、文学書道館及び阿波十郎兵衛屋敷の管理運営に関すること 係 長 岡 田 加代子

イ 文化プロジェクト室

室 長 伊 澤 弘 雄

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

文化プロジェクト担当 １ 新ホール整備の推進に関すること 係 長 橋 本 達 也

係 長 都 留 誠

-42-



２　令和６年度歳入歳出予算の総括

（１） 一　般　会　計
(単位：千円)

令和６年度
科　　目

当 　 初
（　目　） 予 算 額 国 支 出 金 財 産 収 入 繰 入 金 諸 収 入 県 債

Ａ

計 画 調 査 費 9,044 1,000 1,000 3,181 3,863

文 化 及 び 文 化 財 費 112,532 15,450 779 64 96,239

郷 土 文 化 会 館 運 営 費 154,411 22 7 12,000 142,382

文 学 書 道 館 運 営 費 181,835 3,870 37 177,928

計 457,822 16,450 4,671 1,000 3,289 12,000 420,412

財　　　　　　　　源　　　　　　　　内　　　　　　　　訳
特　　　　　　定　　　　　　財　　　　　　源

使 用 料
手 数 料

一 般 財 源
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３　継続費の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

国支出金 地 方 債 そ の 他

5

6

7 5,842,000 1,323,501 4,016,000 502,499 5,842,000 29.5

8 10,596,000 2,307,253 7,431,000 857,747 10,596,000 83.0

9 3,355,000 865,577 2,227,000 262,423 3,355,000 100.0

計 19,793,000 4,496,331 13,674,000 0 1,622,669 19,793,000

全　　　　体　　　　計　　　　画

左　　の　　財　　源　　内　　訳

特　　定　　財　　源
款 項 事 業 名

前 前 年
度 末
ま で の
支 出 額

前 年 度 末
ま で の
支 出
(見込)額

当 該 年 度
末 支 出
予 定 額

当 該 年 度
末 ま で
の 支 出
予 定 額

翌年度以降
支出予定額

継 続 費
の 総 額
に 対 す
る 進 捗

率
（ ％ ）

年度 年 割 額
一般財源

教育費
社 会
教育費

新ホール整備事業
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４　繰越明許費の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

５　債務負担行為の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

国支出金 地 方 債 そ の 他

郷土文化会館屋上防
水改修工事請負契約

47,000 令和７年度 47,000 47,000

科　目（目） 繰　　越　　額 事　業　名　及　び　繰　越　理　由

文化及び文化財費 26,000
　　新ホール整備事業費
 　　　 計画に関する諸条件による。

計 26,000

前年度末までの支出額 当該年度以降の支出予定額 左　の　財　源　内　訳

特　定　財　源事　項 限度額
期　間 金　額 期　間 金　額 一般財源

-45-



６ 重 点 事 業

１ 文化の振興
「２０２５年大阪・関西万博」を絶好の機会と捉え、本県の多彩な「あわ文化」の魅力に更に磨きをかけ、国内外に発信するとともに、県民が主役と

なる文化活動を積極的に展開し、次世代・後継者育成や地域活力の向上を図る。
また、引き続き本県の文化活動の拠点である、「あわぎんホール(徳島県郷土文化会館)」、「文学書道館」及び「阿波十郎兵衛屋敷」の魅力ある管

理運営を行う。

２ 新ホール整備の推進
県民の文化活動の更なる促進や優れた文化芸術の鑑賞機会の提供、さらには県都のにぎわいを創出し、豊かで活力ある地域社会の実現を図るため、未

来に遺せる良いレガシーとなる新ホールの整備を推進する。
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文 化 資 源 活 用 課
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１ 課別組織図及び事務分掌

（１）組織図

ア 文化資源活用課 職員総数２４名（うち７名派遣）

課 長 副課長 文化財担当 ６名

溝 杭 功 祐 岡 本 恵美子 課 長 補 佐 宮 本 斉

係 長 服 部 靖

係 長 髙 田 和 枝

係 長 柿 部 達 也

埋蔵文化財担当 １６名

（うち７名派遣）

課 長 補 佐 天 羽 尚 美

課 長 補 佐 多 田 勝 重

（埋蔵文化財センター派遣）

課 長 補 佐 大 橋 育 順

（埋蔵文化財センター派遣）

課 長 補 佐 近 藤 玲

係 長 井 上 文 彰

（埋蔵文化財センター派遣）

係 長 大 北 和 美

（埋蔵文化財センター派遣）

係 長 岡 田 圭 司

イ 埋蔵文化財総合センター 職員総数２名（うち２名兼務）

所 長 副課長

（文化資源活用課長本務） （文化資源活用課副課長本務）

溝 杭 功 祐 岡 本 恵美子
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（２）事務分掌

課 長 溝 杭 功 祐

副 課 長 岡 本 恵美子

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

１ 文化財保護行政の企画及び調整に関すること 課 長 補 佐 宮 本 斉

２ 文化財の指定及び徳島県文化財保護審議会に関すること 係 長 服 部 靖

３ 文化財保護に係る補助事業に関すること 係 長 髙 田 和 枝

４ 有形文化財・無形文化財・民俗文化財・史跡名勝天然記念物等に関すること 係 長 柿 部 達 也

文 化 財 担 当 ５ 重要伝統的建造物群保存地区・重要文化的景観に関すること

６ 登録文化財に関すること

７ 銃砲刀剣類登録に関すること
８ 徳島県市町村文化財保護審議会連絡協議会に関すること
９ 世界遺産の登録（鳴門の渦潮）に向けた取組に関すること

１ 埋蔵文化財の保護に関すること 課 長 補 佐 天 羽 尚 美

２ 開発事業との調整に関すること 課 長 補 佐 多 田 勝 重

３ 市町村指導に関すること （埋蔵文化財センター派遣）

４ 埋蔵文化財の調査及び研究に関すること 課 長 補 佐 大 橋 育 順

５ 埋蔵文化財の整理及び保存に関すること （埋蔵文化財センター派遣）

埋 蔵 文 化 財 担 当 ６ 埋蔵文化財の活用及び保護意識の啓発、普及に関すること 課 長 補 佐 近 藤 玲

７ 世界遺産の登録（四国遍路）に向けた取組に関すること 係 長 井 上 文 彰

８ その他、埋蔵文化財保護行政の目的を達成するために必要な業務に関すること （埋蔵文化財センター派遣）

９ 徳島県立埋蔵文化財総合センターに関すること 係 長 大 北 和 美

10 文化財パトロールに関すること （埋蔵文化財センター派遣）

係 長 岡 田 圭 司
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２　令和６年度歳入歳出予算の総括

（１） 一　般　会　計
(単位：千円)

令和６年度
科　　目

当 　 初
（　目　） 予 算 額 国 支 出 金 財 産 収 入 繰 入 金 諸 収 入 県 債

Ａ

文 化 及 び 文 化 財 費 514,640 13,666 592 3,000 354,522 32,000 110,860

計 514,640 13,666 592 3,000 354,522 32,000 110,860

財　　　　　　　　源　　　　　　　　内　　　　　　　　訳
特　　　　　　定　　　　　　財　　　　　　源

使 用 料
手 数 料

一 般 財 源
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３　繰越明許費の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

科　目（目） 繰　　越　　額 事　業　名　及　び　繰　越　理　由

文化及び文化財費 12,266

　　文化財保護費　　　　　　　　　　　　　　　　　    3,766
 　　　 計画に関する諸条件による。

　　埋蔵文化財総合センター管理運営費　　　   8,500
　　　　計画に関する諸条件による。

計 12,266
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４ 重 点 事 業

１ 文化財の保存・活用の推進
文化財の適切な保存とともに、地域の新たな観光資源として、その将来的な継承や利活用を通じて徳島の魅力発信を図るため、地域の特色を示す様々

な文化財の活用や環境整備を推進する。
また、「四国遍路」及び「鳴門の渦潮」の世界遺産登録に向けた取組を推進する。
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文 化 の 森 振 興 セ ン タ ー
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１ 課別組織図及び事務分掌

（１）組織図

ア 文化の森振興センター 職員総数１８名（うち１６名兼務）

所 長 副所長 １６名

（うち１６名兼務）

加 藤 幸 一 石 炉 久美子 課 長 補 佐 三 橋 昭 子

（二十一世紀館課長補佐本務）

課 長 補 佐 山 本 光

（二十一世紀館課長補佐本務）

主査兼係長 桃 内 美 香

（二十一世紀館主査兼係長本務）

係 長 中 川 雅 史

（二十一世紀館係長本務）

係 長 薬師神 晋

（二十一世紀館係長本務）
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イ （ア） 図書館 職員総数２３名

館 長 副館長 企画振興担当 ６名

露 口 悦 之 宮 本 三恵子 課 長 補 佐 中 火 保 江

係 長 星 裕 美

係 長 松 下 聖 子

調査・郷土担当 ９名

課 長 補 佐 田 村 加 代

課 長 補 佐 立 石 忠 徳

主査兼係長 今 井 順 子

主査兼係長 小 松 真 幸

資料・児童担当 ６名

課 長 補 佐 髙 橋 律 子

主査兼係長 松 原 美 和

係 長 日 髙 文
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（イ） 博物館 職員総数２２名（うち４名兼務）

館 長 副館長 企画担当 ４名

（うち２名兼務）

熊 尾 雅 彦 中 澤 晴 子 課 長 補 佐 植 地 岳 彦

（鳥居龍蔵記念博物館課長補佐本務）

主査兼係長 桃 内 美 香

（二十一世紀館主査兼係長本務）

係 長 丸 山 直 生

係 長 鉄 谷 雅 史

自然担当 ８名

課 長 茨 木 靖

上席学芸員 中 尾 賢 一

上席学芸員 小 川 誠

専門学芸員 辻 野 泰 之

人文担当 ８名

（うち２名兼務）

課 長 庄 武 憲 子

上席学芸員 磯 本 宏 紀

上席学芸員 長谷川 賢 二

上席学芸員 大 橋 俊 雄

学 芸 係 長 松 永 友 和

（ウ） 近代美術館 職員総数１１名（うち１名兼務）

館 長 副館長 学芸交流担当 ９名

（博物館副館長本務）

東 條 揚 子 中 澤 晴 子 課 長 竹 内 利 夫

上席学芸員 友 井 伸 一
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（エ） 文書館 職員総数８名（うち２名兼務）

館 長 副館長 公文書・古文書担当 ６名
（図書館副館長本務） （うち１名兼務）

金 原 祐 樹 宮 本 三恵子 課 長 補 佐 黒 川 徹 雄
係 長 横 井 尚 徳
係 長 嵐 大二郎

（オ） 二十一世紀館 職員総数１３名（うち２名兼務）

館 長 副館長 企画広報担当 ４名
（文化の森振興センター所長本務） （文化の森振興センター副所長本務）

加 藤 幸 一 石 炉 久美子 課 長 補 佐 三 橋 昭 子
係 長 中 川 雅 史

総務担当 ７名

課 長 補 佐 山 本 光
主査兼係長 桃 内 美 香
係 長 薬師神 晋

（カ） 鳥居龍蔵記念博物館 職員総数１１名（うち６名兼務）

館 長 副館長 企画・学芸担当 ９名
（博物館長本務） （博物館副館長本務） （うち４名兼務）

熊 尾 雅 彦 中 澤 晴 子 課 長 補 佐 植 地 岳 彦
上席学芸員 長谷川 賢 二
（博物館上席学芸員本務）
係 長 丸 山 直 生
（博物館係長本務）
係 長 鉄 谷 雅 史
（博物館係長本務）
学 芸 係 長 松 永 友 和
（博物館学芸係長本務）
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（２）事務分掌

ア 文化の森振興センター

所 長 加 藤 幸 一

副 所 長 石 炉 久美子

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

１ 徳島県文化の森総合公園文化施設（以下「文化施設」という。）の運営に関する 課 長 補 佐 三 橋 昭 子

施設の総合的な推進に関すること （二十一世紀館課長補佐本務）

２ 文化施設の予算の総合調整に関すること 課 長 補 佐 山 本 光

３ 美術品等の取得に関すること （二十一世紀館課長補佐本務）

４ その他文化施設の運営に必要な事業の実施に関すること 主査兼係長 桃 内 美 香

（二十一世紀館主査兼係長本務）

係 長 中 川 雅 史

（二十一世紀館係長本務）

係 長 薬師神 晋

（二十一世紀館係長本務）
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２　令和６年度歳入歳出予算の総括

（１） 一　般　会　計
(単位：千円)

令和６年度
科　　目

当 　 初
（　目　） 予 算 額 国 支 出 金 財 産 収 入 繰 入 金 諸 収 入 県 債

Ａ

計 画 調 査 費 66,278 33,121 33,157

1,380,402 8,000 17,602 198,131 76,713 417,000 662,956

計 1,446,680 41,121 17,602 198,131 76,713 417,000 696,113

財　　　　　　　　源　　　　　　　　内　　　　　　　　訳
特　　　　　　定　　　　　　財　　　　　　源

使 用 料
手 数 料

一 般 財 源

文 化 の 森 総 合 公 園
文 化 施 設 費
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３　繰越明許費の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

４　債務負担行為の状況

　（１） 一 般 会 計

（単位：千円）

国支出金 地 方 債 そ の 他

図書館改修工事請負
等契約

223,983 令和７年度 223,983 201,000 22,983

科　目（目） 繰　　越　　額 事　業　名　及　び　繰　越　理　由

文化の森総合公園文化施設費 20,744
　　２１世紀館運営費
 　　　 計画に関する諸条件による。

計 20,744

前年度末までの支出額 当該年度以降の支出予定額 左　の　財　源　内　訳

特　定　財　源事　項 限度額
期　間 金　額 期　間 金　額 一般財源
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５ 重 点 事 業

１ 「文化の森総合公園」の魅力度向上
全国最大規模の複合文化施設としての特色と各館の専門性を活かした魅力ある企画展やイベントを実施し、国内外からの誘客を促進するとともに、デ

ジタルアーカイブ事業を推進することにより、各館所蔵資料への閲覧機会の増大を図る。
また、本県の古環境、古生物の実態解明と、それによる地域活性化を促進するため、日本最古級恐竜化石含有層の発掘調査と魅力発信事業を実施す

る。
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